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　市では、コミュニティバス（きよバス）が運行を開始してから10
年を迎えることから、１月に利用者の皆さんを対象としたアンケー
トを行いました（詳しくは4月15日号参照）。また、６月には、市
域全般の公共交通のあり方について、広く市民の皆さんのご意見を
お聞きするため市民アンケートを実施しました。今回はその結果を
報告します。
　８月に行われた地域公共交通会議では、これらのアンケート結果
をもとに、今後の公共交通のあり方、きよバスのあり方について議
論が行われました。（詳しくは市ホームページでも公開しています。）
問合せ　道路交通課交通安全係☎042・497・2096
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―写真コンテスト（敬称略）　
・市長賞　大内綾乃
・清瀬市農ある風景を守る会
　会長賞　山家朱美
・市議会議長賞　熊丸高雄
・教育長賞　齋藤義浩
・東京みらい農業協同組合
　組合長賞　正信恭行
・佳作（5作品）　柳澤節子・
　神田昭・雲藤幸子・野中治・石井美穂

　きよバスの運営には、直近5ヶ年の
平均で年間１７５３万５千円の経費がかか
っています。市がさらに補助金を支払
い路線バスを交通空白地域に運行させ
るために財政負担することへの可否を
お聞きしたところ、市の財政負担を「認
める」が最も多く「認められない」と「ど
ちらともいえない」の合計を上回って
います。
　また、「認める」場合の市からの補
助金額は1,000万円までが32％、2,000
万円までが15％など、市からの補助金
で、要望にあるような運行本数の増便
や路線の延伸・拡大など、利便性を向
上して欲しいと考える方が多いと推測
されます。

平成29年度地域公共交通会議の議論では
・現状の公共交通の環境は、市民の皆さんから
　一定の満足、ご理解を得られている。
・新たな財政負担については、一定の範囲内
　で認められている。
・一部の交通不便地域については、路線バス
　事業者に働きかけを行い、解消に努める。
　市では、地域公共交通会議から、上記のよう
なご意見をいただきましたので、きよバスにつ
いては、当面現在のサービス水準の維持に努め、
交通不便地域の解消につ
いては、引き続き民間バ
ス事業者に働きかけを行
ってまいりたいと考えて
います。

市の財政負担の可否 財政負担を「認める」
場合の補助金額

特にない（１２３人）

自宅から駅が遠い（１０４人）

鉄道（２０９人）

通勤

清瀬市内 東京都内 東京都外 無回答

路線バスの本数が少ない（78人）

徒歩（159人）

買い物

自宅からバス停が遠い（32人）

路線バス（134人）

病院

きよバスのバス停が遠い・本数が少ない（73人）

自転車（158人）

通学

自宅の近くに公共交通機関がない（12人）

タクシー（17人）

その他

身体的な理由から公共交通機関が利用できない（３人）

きよバス（10人）

無回答

その他（２６人）

バイク・原動機付自転車（9人）

無回答（１７人）

その他（2人）

無回答（6人）

行きたい場所への交通機関がない（22人）

自動車（119人）

趣味・
レジャー

アンケート実施期間　平成２９年6月16日～30日
アンケート方法　郵便で文書を送付・回収
対象　満１８歳以上の方（1,000人を無作為抽出）
回収率　35.5％（355人から回答あり）

　第10回目となる「清瀬ひまわりフェスティバル
写真・写生コンテスト」の入賞者が決定しました。
　今年は、写真の部に１７９点、写生の部に175点の
応募があり、各10点が入賞作品に選ばれました。
　入賞作品は今年度ひまわりフレンドシップ協定
を締結した武蔵村山市のフォトコンテスト入賞作

―写生コンテスト（敬称略）　
・市長賞　早坂凜太朗
・清瀬市農ある風景を守る会
　会長賞　江刺ひかる
・市議会議長賞　今井昴琉
・教育長賞　筒井悠都
・東京みらい農業協同組合
　組合長賞　奈良大翔
・佳作（5作品）　森大樹・
　森岡千温・田中陽・清水美優・鎌倉早希

皆さんのご意見でより良い公共交通に！

品もあわせて10月14日から22日まで生涯学習セン
ターで展示しました。
　また、武蔵村山市でも11月下旬にイオンモール
むさし村山内情報館「えのき」にて展示を予定し
ています。
問合せ　産業振興課産業振興係☎042・497・2052

　元清瀬市郷土博物館長　森田善朗
氏に身近なところに息づく素敵で小
さな命を紹介していただきます。
対象　市内在住の小学生以上の方。
先着１５人
日時　１１月２６日㈰午前１０時３０分～正午
場所　中央図書館
申込み・問合せ　１1月１日（月曜日
を除く午前１０時～
午後５時、水・木
曜日は午後７時ま
で）から直接窓口
または電話で中央
図書館☎042・493
・4326へ

四季を彩る生きものたち
―清瀬周辺の自然

第９回　図書館読書交流会

運行本数の増便（１２5人）
路線延伸・拡大（86人）

特にない（75人）

料金を安くする（44人）
鉄道との乗り継ぎをよくする（40人）

最終便の時間を遅くする（45人）

始発の時間を早くする（33人）
運行時間や系統をわかりやすく表示する（2３人）

車両のバリアフリー化（9人）
その他（18人）
無回答（54人）

停留所の増設（38人）

認める
（42％）

500 万円
まで
（15％）

1,000 万円
まで
（32％）

1,500 万円まで（7％）

2,000 万円
まで（15％）

2,500 万円
まで（7％）

その他
（7％）

無回答
（17％）

認められない（4％）

どちらとも
いえない
（34％）

無回答
（20％）

清瀬ひまわりフェスティバル　写真・写生コンテスト入賞者が決定
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市民アンケート結果を報告します

みなさんのご意見でより良い公共交通に！◆市の財政負担について

◆外出の際の交通手段

◆外出・交通環境で困っていること
　（複数回答可・最大3項目）

◆路線バス及びきよバスに要望すること
　（複数回答可・最大3項目）
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グラフの内訳 清瀬市内 東京都内 東京都外 無回答
通勤 17人 90人 ２９人 0人
買い物 71人 ２７人 ９人 ９人
通学 2人 ３６人 ７人 ０人
病院 9人 １３人 ２人 ３人

趣味・レジャー 2人 ８人 ４人 １人
その他 3人 ５人 １人 ２人
無回答 1人 １人 １人 ２人

週に５回
以上

（61％）

週に 2回
以上

（26％）

週に1回
（6％）

月に1回
（2％）

２週間に 1回・
月に１回未満
（各 1％）

無回答（3％）

◆外出の理由と目的地 ◆外出の頻度


